
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になります。初冬の小春日

和に誘われ返り咲いた春咲きの花は「帰

り花」と言い、「狂い花」とも呼ばれます。

昨今の異常気象では植物が季節を勘違い

しても不思議ではありませんが、「帰り

花」は一層美しさが際立つようです。と

は言え、本来の季節に咲く花ほど見る者

の心にやすらぎを与えるのでしょうね。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http://www.ht-tax.com 
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【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
税
金
が
か
か
ら
な
い
の
？
】 

 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
な
ど
を
通
じ

地
域
の
街
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
つ
い
て
で
す
が
、
非
営
利
な
の
で
税
金
が
か
か
ら
な
い

と
い
う
話
や
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
話
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
耳
に

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
税
金
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
は
、
様
々
な
社
会 

貢
献
活
動
を
行
い
、
団
体
の
構
成 

員
に
対
し
収
益
を
分
配
す
る
こ
と 

を
目
的
と
し
な
い
団
体
の
こ
と
を 

い
い
ま
す
。  

そ
の
た
め
収
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
自
体
は
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
事
業
で
得
た
収
益
は
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
に
充

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。  

そ
し
て
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
う
ち
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
に
基
づ

き
法
人
格
を
取
得
し
た
法
人
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
）
と
い
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
し
て
の
税
金
で
す
が
、

株
式
会
社
や
有
限
会
社
な
ど
の
営
利
法
人
に
適
用
さ
れ
る
税
制

よ
り
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
税
金
が

か
か
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

例
え
ば
法
人
税
で
す
が
、
物
品
販
売
業
・
不
動
産
販
売
業
・
金
銭

貸
付
業
な
ど
、
法
人
税
法
に
定
め
ら
れ
た
３
４
種
類
の
収
益
事
業

か
ら
得
た
所
得
は
法
人
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
収
益

事
業
へ
の
対
価
と
し
て
で
は
な
い
寄
付
金
や
補
助
金
を
受
け
た

場
合
は
、
課
税
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
特
有
の
取
り
扱
い
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

【輸出専用だったカラーポットが日本でも人気に！】 

重厚なフォルムや独特の質感が特長の南部鉄器は岩手県の伝統工芸品です。 

その南部鉄器を彩色した急須『カラーポット』は、フランスのお茶メーカーの要望に

より着色技法を開発し約 20 年前に商品化されました。伝統的な趣を残しながら美しく

彩色された急須は、日本文化に造詣の深い欧米で長く愛されています。近年、輸出専

用であったカラーポットが日本でもクールジャパンのひとつとして注目されていま

す。異文化を飲み込んでなおも輝く職人技は日本の誇りですね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平常心是道】 

 

「平常心是道（びょうじょうしんぜどう）」は禅語の中でもっとも

有名な一語でしょう。曹洞宗の瑩山（けいざん）禅師は、平常心

を次のように言い表したそうです。 

「茶に逢うては茶を喫し、飯に逢うては飯を喫す（さにおうては

さをきっし、はんにおうてははんをきっす）」。 

お茶が出てくればお茶を飲み、ご飯のと 

きにはご飯を食べる、ただそれだけのこ 

と。つまりそこに雑念はないというわけ 

です。日常の当たり前の行ないを積み重 

ねる。余計なことを考えず、当たり前の 

ことを丁寧に行なって大切に育んでいく日々が「平常心」という

もののようです。小さいことにクヨクヨせず、細かいことにこだ

わることなく、毎日を伸び伸び生きて人生を味わい尽くせたらど

んなに素晴らしいでしょう。しかし、人は泣いたり笑ったり、悩

んだり苦しんだりしながら生きていくもので、心が揺れ動くのは

当たり前です。商売をしていればなおさらのこと、「ふだん通りに

しよう」「緊張してはだめだ」と平常心を意識した途端に平常心を

離れてしまうという皮肉が起こるものです。 

人の心を動揺させる８つの要素を禅の言葉で「八風」と言います。

８つの要素とは「利、衰、毀（き）、誉、称、譏（ぎ）、苦、楽」。

利（うるおい）は成功すること。衰（おとろえ）は失敗すること。

毀（やぶれ）は陰で誹（そし）ること。誉（ほまれ）は陰でほめ

ること。称（たたえ）は面と向かってほめること。譏（そしり）

は面と向かって誹ること。苦（くるしみ）は苦しいこと。楽（た

のしみ）は楽しいこと。 

人生の波風はほとんどが「八風」のどれかであり、「八風」に動じ

ることなく天辺の月のような不動心を持って生きるようにと戒

（いさ）めた禅語が「八風吹けども動ぜず天辺の月」です。 

今年も残り少なくなり日ごとに慌ただしさが増していきますが、

あれもこれもと考えすぎれば八風に足をすくわれます。今できる

ことに心を尽くして、「当たり前」を大事にしていきましょう。 

商売にも人生にも近道はありません。 

【道をひらく】 
40 年以上読み継がれる松下幸之助
氏の著書。「自分のファンを、もっ
と大事にし、その好まれている自分

のよさを、精いっぱ
い伸ばすようにつ 
とめたい。そこに個
人の、お店の、そし
て会社の繁栄の鍵 
がある」。 
初心に戻ることが 
できる一冊です。 

信用第一を心掛ければ

スムーズに事が運ぶ運

勢です。また、次のス

テップへの足掛かりに

なるヒント探しが吉！ 

思考が乱れやすいと感

じたら上司や同僚に相

談しましょう。チーム

ワークを大事にすると

さらに吉運がアップ！ 

心身ともに活気がある

今月は行動力がツキを

呼ぶ運勢です。積極的

に動くことで周囲から

の信頼も向上します。 

年末を見据えて一足先

に大掃除や片づけを始

めましょう。来年中に

やりたい目標がある人

は、この時期に計画を。


